４．事業場管理責任者服務規程

第１条（目的）

この規程は、当事業場の事業場管理責任者（以下「管理責任者」という。）の服務について定め、指定自動車整備事業の円滑な運営と適正な業務の遂行を期することを目的とする。

第２条（業務）
管理責任者は、法令通達等を遵守し「職務分掌規程」に基づき、公正に職務を遂行するとともに、事業場運営の一切の責任を負うものとする。
第３条（運営管理及び企画）
管理責任者は、事業場の事業計画を企画し、運営管理に当るとともに「指定自動車整備事業管理規程」に基づき指定整備業務の実施について従業員に周知徹底し、円滑な指定自動車整備事業の推進を図るものとする。
第４条（設備・技術の維持）
管理責任者は、事業場の設備及び技術管理を適正に行い、常に指定自動車整備事業としての設備の維持と技術の向上を図るものとする。
第５条（作業管理）
管理責任者は、事業場の作業管理について、常に合理化、能率化を図り、円滑な運営と作業の精度の向上を図るものとする。
第６条（労務・安全管理）
管理責任者は、次に掲げる事項により従業員の労務安全管理を図るものとする。
（１）従業員の健康及び安全管理
（２）工場の環境整備及び公害の防止
（３）勤務時間の管理
（４）工場設備及び機器の管理
第７条（保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証の交付）
　　　　事業場管理責任者が保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証を交付する場合は、次の事項を照合・確認の上、保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証の交付年月日を記入し押印するものとする。

　（１）指定整備記録簿の記載内容の確認

　　　イ．自動車検査証、限定自動車検査証、登録識別情報等通知書又は自動車検査証返納証明書等の記載事項との照合確認をすること。（このとき必要に応じて現車の確認を行う。）

　　　ロ．自動車検査員の記名を確認すること。

　　　ハ．検査の年月日を確認すること。

　　　二．点検、整備及び検査の概要、作業の実施状況を確認すること。

　　　ホ．保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証の番号及び標章の交付の有無を確認すること｡

　　（２）保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証の記載内容の確認

　　　イ．自動車検査員の自署、押印の有無を確認すること。

　　　ロ．検査の年月日（指定整備記録簿と照合）を確認すること。

　　　ハ．自動車検査証、限定自動車検査証、登録識別情報等通知書又は自動車検査証返納証明書等の記載事項との照合確認をすること。

　　二．最終検査申請日の取扱いが必要か確認をすること。

　　　ホ．保安基準適合標章を交付する場合は有効期間、登録番号等を確認し交付しない場合は、朱抹処理をすること。

　　（３）自動車損害賠償責任保険証明書と更新される自動車検査証の有効期間との重複性の確認（自動車損害賠償責任保険証の番号等の確認）

　　（４）自動車税納税証明書の有効性の確認

　　（５）継続検査申請書（OCRシート）の記載内容の確認

　　（６）自動車重量税納付書の確認

　　（７）点検整備記録簿の確認

　　（８）「保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証交付簿」の記載内容の確認

第８条（自動車検査員の人選、服務）
管理責任者は、自動車検査員の人選を行い事業者に具申するとともに、辞任についても同様とし、服務については「自動車検査員服務規程」に基づき厳正な服務が遂行できるよう指導監督を行うものとする。
第９条（部品係の任命）
管理責任者は、部品係を任命し「職務分掌規程」に従い部品管理を行わせるものとする。
第１０条（教育）
管理責任者は、「教育規程」に基づき従業員の教育を実施するものとする。
第１１条（調査、報告等）
管理責任者は、事業場の実態を把握し法令に定める必要事項を関係官庁に報告するものとする。
また、関係官庁との連絡、及び伝達事項の徹底を行うものとする。

